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串間市の財政事情をお知らせします
新年のごあいさつ特

集
1

特
集
２

市町村対抗駅伝競走大会出場選手と北方陸上部の皆さん
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串間市議会議長　岩下幸良

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
国
内
の
情
勢
に
目
を
向
け
ま
す

と
、
昨
年
10
月
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環
太
平
洋
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）
協
定
交
渉
が
大
筋
合
意
に

至
り
、
農
林
水
産
業
の
体
質
強
化
策
や
中

小
企
業
の
海
外
展
開
支
援
策
な
ど「
攻
め
」

の
対
策
が
盛
り
込
ま
れ
た「
総
合
的
な
Ｔ
Ｐ

Ｐ
関
連
政
策
大
綱
」
が
策
定
さ
れ
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

を
成
長
戦
略
の
切
り
札
と
位
置
づ
け
た
政

策
が
展
開
さ
れ
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
市

の
基
幹
産
業
で
あ
り
ま
す
農
業
に
大
き
な

影
響
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
い
た

し
ま
す
こ
と
か
ら
、
今
後
の
動
向
を
注
視

す
る
と
と
も
に
、
未
来
を
切
り
拓
く
力
強

い
農
業
の
推
進
を
市
民
の
皆
様
と
と
も
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、

「
地
方
創
生
特
命
部
長
」を
中
心
に
、
人
口
減

少
の
克
服
と
地
域
活
性
化
に
取
り
組
む
た

め
の
串
間
創
生
の
指
針「
串
間
市
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の
素
案
を
昨

年
末
に
策
定
し
、
人
口
減
少
と
地
域
経
済

縮
小
の
克
服
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
の
創

生
と
好
循
環
の
確
立
を
図
る
た
め
、
各
施

策
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
る
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
串
間
創
生
を
図
る
う
え
で
懸
案

事
項
で
あ
り
ま
し
た
、
旧
都
井
岬
観
光
ホ

テ
ル
の
跡
地
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
前
所

有
者
と
の
交
渉
が
ま
と
ま
り
、
土
地
・
建
物

を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
、

民
間
と
の
連
携
に
よ
る
整
備
を
検
討
し
て

ま
い
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
都
井

岬
再
興
に
向
け
て
、
一
歩
前
進
し
た
も
の

と
考
え
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

宮
崎
県
立
福
島
高
等
学
校
と
、
新
設
す
る

串
間
市
立
串
間
中
学
校
と
の
連
携
型
中
高
一 

貫
教
育
校
の
設
置
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成 

29
年
４
月
に
設
置
す
る
こ
と
が
決
定
し
、
今 

後
、
串
間
中
学
校
の
活
性
化
お
よ
び
福
島
高

等
学
校
の
存
続
に
向
け
た
、
魅
力
あ
る
支
援

策
を
積
極
的
に
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
東
九
州
自
動
車
道
に
つ
き
ま
し
て 

は
、
平
成
３
年
に
「
串
間
～
志
布
志
」
間
、

平
成
８
年
に
「
日
南
～
串
間
」
間
が
基
本
計 

画
区
間
と
し
て
編
入
さ
れ
て
以
来
、
長
年
に

わ
た
り
進
展
が
な
い
状
況
に
あ
り
ま
し
た
が
、 

昨
年
11
月
に
宮
崎
県
の
都
市
計
画
審
議
会
に

お
い
て
、
ル
ー
ト
案
の
承
認
が
な
さ
れ
、
私 

の
、
ま
た
市
民
の
念
願
で
あ
り
ま
す
事
業
化

に
向
け
、
確
か
な
手
応
え
を
感
じ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
事
業
を
進
め
て
お
り
ま
す
「
ま
ち

な
か
の
道
の
駅
」
の
早
期
整
備
を
含
め
、
今

後
も
早
期
事
業
着
手
に
向
け
た
取
り
組
み
を
、 

市
民
の
皆
様
方
の
さ
ら
な
る
お
力
添
え
を
賜 

り
な
が
ら
、
力
強
く
進
め
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
新
し
い
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し

て
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
御

祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。 

串間市長　野辺修光

議　会

串間創生に向けた
明るい展望

市民に向けた議会改革で 
住みよい串間市

行　政
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う 

ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
方
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
希
望
に
満
ち
た
平
成
二
十 

八
年
の
新
春
を
、
晴
れ
や
か
に
お
迎
え
の
こ

と
と
、
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
も
市
政
の
進
展
と
円
滑
な
る
議
会
運
営

に
微
力
を
尽
く
し
て
お
り
ま
す
が
、
市
民
の

皆
様
の
温
か
い
ご
指
導
や
ご
厚
情
に
対
し
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
昨
年
は
、
東
九
州
自
動
車
道
（
日
南

～
志
布
志
間
）
の
ル
ー
ト
が
国
か
ら
具
体
的 

に
案
が
示
さ
れ
、
県
の
都
市
計
画
審
議
会
審 

議
が
終
了
し
、
今
後
国
の
同
意
を
得
て
決
定 

さ
れ
る
よ
う
で
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、
一
日 

も
早
い
事
業
化
の
着
手
に
よ
り
、
観
光
客
の 

誘
致
や
命
の
道
と
し
て
の
役
割
が
果
た
せ
る 

こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
中
学
校
再
編
の
準
備
が
進
ん
で
お

り
ま
す
が
、
来
年
４
月
の
開
校
と
同
時
に
福

島
高
校
と
の
連
携
型
一
貫
校
に
す
る
こ
と
が 

 
 

 

昨
年
11
月
に
決
定
し
ま
し
た
。
新
中
学
校
開

校
後
は
、
よ
い
環
境
で
充
実
し
た
教
育
が
受

け
ら
れ
る
こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

国
に
お
い
て
は
、
一
昨
年
に
大
き
な
期
待

を
受
け
て
発
足
し
た
安
倍
政
権
は
、
成
長
戦 

略
を
次
々
と
打
ち
出
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
基
本
戦
略
は
、「
女
性
、
若
者
の
活
用
」

「
企
業
や
農
業
の
活
性
化
」「
公
的
ビ
ジ
ネ

ス
に
民
間
の
活
力
を
活
用
」
と
い
う
、
い
わ

ゆ
る
三
本
矢
を
基
調
と
し
た
経
済
政
策
を
一

体
的
に
推
進
し
て
き
た
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

現
在
の
日
本
経
済
は
、
引
き
続
き
回
復
傾
向

に
向
か
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

地
方
に
は
ま
だ
、
そ
の
効
果
は
な
か
な
か
実

感
で
き
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。
一
日
も
早

く
経
済
政
策
の
効
果
が
実
感
で
き
る
よ
う
な

回
復
を
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

当
市
に
お
い
て
も
、「
地
方
創
生
事
業
」
に 

い
ち
早
く
取
り
組
み
、
総
務
省
よ
り
地
方
創 

   

生
特
命
部
長
を
招

し
ょ
う

聘へ
い

し
、「
総

合
戦
略
策
定
」
に
向
け
職
員
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
全
市
民
が
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
む
方
針
で
あ
り
、

本
市
の
特
徴
を
生
か
し
た
自
律
的
で
持

続
的
な
社
会
を
創
生
で
き
る
よ
う
、
期
待
す

る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

　

議
会
に
お
い
て
も
多
様
な
民
意
の
反
映
、

住
民
の
意
見
の
集
約
な
ど
の
役
割
が
求
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。
議
決
機
関
と
し
て
の
機
能

と
監
視
機
関
と
し
て
の
機
能
を
担
っ
て
い
ま

す
が
、
議
会
基
本
条
例
を
作
成
し
、
こ
れ
ら

の
機
能
充
実
・
強
化
に
向
け
、
一
層
の
活
性

化
や
そ
の
果
た
す
べ
き
役
割
と
自
己
改
革
を

さ
ら
に
進
め
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。
昨

年
４
月
の
統
一
地
方
選
挙
か
ら
議
員
定
数
が

17
名
か
ら
15
名
と
な
り
市
議
会
と
し
て
も
、

こ
の
よ
う
な
課
題
を
見
据
え
、
安
全
・
安
心

を
実
感
で
き
る
串
間
市
づ
く
り
の
た
め
、
行

政
は
も
と
よ
り
市
民
の
皆
様
と
協
働
し
な
が

ら
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、「
市
民
に
信
頼
さ
れ
、
役
立
つ
議
会
づ
く

り
」
を
基
本
理
念
と
し
、「
開
か
れ
た
議
会
」

「
市
民
と
の
連
携
」「
継
続
的
な
議
会
改
革
」に

さ
ら
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
串
間
市
の
発
展
と
市
民
の
皆
様

に
と
っ
て
飛
躍
の
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心

か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。
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串
間
市
の
財
政
事
情
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
　
　

地方自治法第２４３条の３第１項および
串間市「財政事情」の作成および公表に
関する条例の規定に基づき、平成 26 年度
決算状況ならびに平成 27 年度上半期
（平成27年4月1日～平成27年9月30日）の
財政事情を次のとおり公表します。

実質
３１５，６２８千円の
黒字となりました。

歳 入
119億8,042万8千円

歳 出
116億6,021万8千円

地方交付税
51億3,931万6千円(42.9％）

民生費
41億5,280万2千円（35.6％）

繰入金
3億3,155万5千円（2.8％）教育費

7億2,681万2千円（6.2％）

県支出金
9億4,430万円（7.9％）土木費

9億298万4千円（7.7％）

国庫支出金
16億3,068万1千円（13.6％）

商工費
2億4,442万1千円（2.1％）

使用料および
手数料

1億5,289万9千円（1.3％）

農林水産業費
6億4,693万円（5.5％）

分担金
および負担金
1億4,342万2千円(1.2％）

衛生費
10億3,808万2千円（8.9％）

諸収入
2億3,560万6千円（2.0％）災害復旧費

7,205万2千円（0.7％）

市債
9億4,139万4千円（7.8％）

公債費
11億4,861万3千円（9.9％）

その他
8億3,700万8千円（7.0％）

その他
5億4,775万6千円（4.7％）

市税
16億2,424万7千円（13.5％）総務費

21億7,976万6千円（18.7％）

わたしたちの税金は、
さまざまなことに

活用されています。
一人ひとりが関心を持って、

よりよい串間市を
築いていきましょう。

平
成
26
年
度
決
算
概
要

　
平
成
26
年
度
一
般
会
計
の
決
算

額
は
、
歳
入
総
額
１
１
，
９
８
０
，

４
２
８
千
円（
対
前
年
度
比
２
・

２
％
増)

に
対
し
、
歳
出
総
額
１

１
，
６
６
０
，
２
１
８
千
円（
対

前
年
度
比
３
・
４
％
増
）と
な
り
、

差
引
３
２
０
，
２
１
０
千
円
、
実

質
３
１
５
，
６
２
８
千
円
の
黒
字

と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
自
治
体
の
財
政
状
況
を

示
す
数
値
、
経
常
収
支
比
率
は

93
・
３
％
、
公
債
費
負
担
比
率
は

13
・
７
％
と
な
り
ま
し
た
。

　
予
算
の
効
率
的
な
執
行
に
努
め
、

庁
舎
耐
震
改
修
事
業
、
公
営
住
宅

整
備
事
業
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

科　目 内　容 家庭に例えるなら

市　　　税 市民税・固定資産税・たばこ税など

給　　料
分担金および

負担金
福祉施設（老人ホーム・保育園など）の
利用負担金など

使用料および
手数料

市営住宅や施設の使用料、
戸籍や諸証明などの手数料、
ごみ処理などの手数料

地方交付税 市の財政力に応じて
国から交付される税金

親の援助

自由に使える
お金

国庫支出金 市が行う事務事業に対する国からの
負担金や補助金 使い道の

決められた
お金県 支 出 金 市が行う事務事業に対する県からの

負担金や補助金
繰 入 金 減債基金などの基金からの繰入金など 預金の取り崩しなど

諸 収 入 貸付金の元利収入や延滞金など その他の収入

市　　　債 大きな事業を行うときに借りるお金 ローンの借り入れ

科　目 内　容 家庭に
例えるなら

一人当たり
の支出額

総務費
庁舎などの管理費、
広報費、徴税費、
戸籍・住民基本台帳費、
選挙などの経費

生活費 109,834円

民生費
障がい者、高齢者、児
童、生活保護など社会
福祉の経費

老人ホーム・
保育園費 209,251円

衛生費
市民の健康保持

（健診事業）や、
ごみ・し尿処理などに
かかる経費

医療費や
ごみなどの
処理経費

52,307円

農林水産業費
農業、林業、
畜産業、水産業などに
かかる経費

その他 32,598円

商工費
商工業の振興や雇用対
策、観光振興などにか
かる経費

その他 12,316円

科　目 内　容 家庭に
例えるなら

一人当たり
の支出額

土木費
都市計画整備、道路、
橋りょう、河川、公園
などの整備にかかる経費

家屋などの
新増改築費 45,500円

教育費
小中学校など学校教育
やスポーツ施設、公民
館、図書館など社会教
育にかかる経費

　塾の月謝、
習い事などの

経費
36,623円

災害復旧費 災害により受けた被害
の復旧にかかる経費

台風などによる
家屋などの

補修費
3,631円

公債費 借入金（市の借金）の
元金や利子の返済分 ローンの返済 57,876円

その他
議会運営にかかる経費
や、消防・救急・防災
活動にかかる経費など

その他 27,600円

串間市の歳出（目的別）を家庭に置き換えてみると… 串間市の歳入を家庭に置き換えてみると…
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区　　分 支出済額
（千円）

構成比
（％）

市民一人
当たり（円） 区  分 支出済額 

（千円）
構成比 
（％）

人 件 費 2,243,166 19.2 113,029 
義務的
経費 5,897,542 50.5 扶 助 費 2,505,763 21.4 126,260 

公 債 費 1,148,613 9.9 57,876 
物 件 費 1,454,846 12.5 73,307 

その他 4,298,348 37.0 
補助費等 793,624 6.8 39,989 
積 立 金 369,440 3.2 18,615 
繰 出 金 1,371,304 11.8 69,097 

投資・出資・貸付等 309,134 2.7 15,576 
普通建設事業費 1,416,440 12.1 71,372 投資的

経費 1,464,328 12.5 災害復旧・失業対策 47,888 0.4 2,413 
合　　計 11,660,218 100.0 587,535 合　計 11,660,218 100.0 

区　分 数量および金額

土　　地 3,589,978.85㎡ 
建　　物 135,241.77㎡
山　　林 960.67ha 

有 価 証 券 1,915 千円
出資による権利 59,688千円

債　　権 114,008千円
物　　権 50,985千円 
基　　金 3,850,332千円 

区　分 借入残高
（千円）

構成比
（％）

土 木 債 551,005 5.9 
教 育 債 270,797 2.9 
過 疎 債 2,413,758 26.0 

農林水産業債 143,374 1.6
災害復旧債 124,602 1.3 
衛 生 債 20,859 0.3

公営住宅債 472,460 5.1 
そ の 他 5,286,713 56.9 
合　　計 9,283,568 100.0 

区　　分 収入済額
（千円）

支出済額
（千円）

国民健康保険特別会計（事業勘定） 3,451,221 3,324,856 
後期高齢者医療特別会計 636,067 634,219 
簡易水道特別会計 252,046 249,018 
農業集落排水事業特別会計 38,239 37,497 
公共下水道事業特別会計 169,383 167,399 
漁業集落排水事業特別会計 2,269 2,185 
物品特別会計 41,152 41,152 

介護保険特別会計 (事業勘定) 2,616,075 2,586,983 
（サービス事業勘定） 1,528 1,528 

市木診療所特別会計 64,671 62,260 
合　　　計 7,272,651 7,107,097 

区　　分 　金額（円）

水道
事業

収益的 収入（税抜き） 389,344,918 
支出（税抜き） 336,109,755 

資本的 収入（税込み） 127,433,503 
支出（税込み） 384,014,588 

市民
病院

収益的 収入（税抜き） 1,787,273,338
支出（税抜き） 1,871,714,449

資本的 収入（税込み） 98,118,000
支出（税込み） 247,647,313

一般会計性質別内訳

市有財産の現在高 市債の状況

特別会計

企業会計

【水道】資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額256,581,085 
円については、当年度分消費税および地方消費税資本的収支調整額15, 
538,916円、過年度分損益勘定留保資金241,042,169円で補てんした。
【病院】資本的収入額が資本的支出額に不足する額149,529,313円は、
過年度分損益勘定留保資金149,326,704円および当年度分消費税および
地方消費税資本的収支調整額202,609円で補てんした。

平成26年度 決算状況

区　　　分 予算現額
(千円)

収入済額
(千円)

収入率
(％)

支出済額
(千円)

執行率
(％)

一 般 会 計 11,761,324 5,720,641 48.6 5,086,125 43.2

特
別
会
計

国民健康保険特別会計（事業勘定） 3,653,597 1,721,856 47.1 1,595,123 43.7
後期高齢者医療特別会計 654,724 303,568 46.4 218,580 33.4
簡易水道特別会計 363,052 111,531 30.7 120,388 33.2
農業集落排水事業特別会計 39,152 27,849 71.1 16,514 42.2
公共下水道事業特別会計 131,876 84,476 64.1 50,751 38.5
漁業集落排水事業特別会計 2,051 1,367 66.7 787 38.4
物品特別会計 113,675 83,038 73.0 23,086 20.3
介護保険特別会計（事業勘定） 2,663,845 1,298,293 48.7 1,054,884 39.6
市木診療所特別会計 79,376 35,243 44.4 25,914 32.6

小　　計 7,701,348 3,667,221 47.6 3,106,027 40.3
合　　　計 19,462,672 9,387,862 48.2 8,192,152 42.1

区　　　分 予算額（円） 執行済額（円） 執行率（％）

水
道
事
業

収益的
収入 403,211,000 213,450,843 52.94 
支出 390,025,000 182,380,327 46.76 

資本的
収入 46,347,000 0 0.00 
支出 330,254,000 150,199,533 45.48 

市
民
病
院

収益的
収入 1,891,730,000 785,737,209 41.54
支出 1,891,730,000 776,568,096 41.05

資本的
収入 189,348,000 0 0.00
支出 339,666,000 153,617,520 45.23

歳
　
　
　
　
　
入

区分 予算現額
（千円）

収入済額
（千円）

収入率
（％）

市税 1,569,468 932,462 59.4
地方交付税 4,767,728 3,366,242 70.6
国庫支出金 1,877,064 565,289 30.1
県支出金 956,228 124,993 13.1
繰入金 462,690 0 0.0
諸収入 202,666 23,823 11.8
市債 1,159,619 0 0.0

その他 765,861 707,832 92.4
合計 11,761,324 5,720,641 48.6

歳
　
　
　
　
　
出

区分 予算現額
（千円）

支出済額
（千円）

収入率
（％）

総務費 1,555,277 526,701 33.9
民生費 4,169,795 1,974,893 47.4

農林水産業費 704,114 201,724 28.6
土木費 1,106,198 400,523 36.2
教育費 1,170,885 498,991 42.6

災害復旧費 83,719 13,048 15.6
公債費 1,043,449 518,647 49.7
その他 1,927,887 951,598 49.4
合計 11,761,324 5,086,125 43.2

歳入歳出予算執行状況

企業会計

一般会計予算執行状況
平成２７年度 上半期予算執行状況 （平成26年度からの繰越事業を含む）（平成27年９月30日 現在）
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マイナンバーのお問い合わせは

０１２０-９５-０１７８
０５０-３８１８-１２５０
０５０-３８１６-９４０５

一部ＩＰ電話などで上記ダイヤルに繋がらない場合 マイナンバーについて詳しくは
通知カード・個人番号カードについて

その他のお問い合わせ

（無料）マイナンバー総合フリーダイヤル
平　日  ９：30 ～ 22：00
土日祝  ９：30 ～ 17：30
※年末年始を除く

検 索マイナンバー

マイナンバーの
利用が始まります。

平成28年１月から社会保障・税・災害対策の分野で、

あなたの マイナンバー（個人番号）です。

注 意

　職場や行政手続きなどの際に、マイナンバ
ーの提示を求められたときは、この番号を使
います。
　結婚や引越しなどによる氏名・住所の変更
があるときは、必ず市民係窓口に持ってきて
ください。

　事業者が従業員にマイナンバーの提示を求めるときは、きちんと利用目的を
説明する必要があります。（例：「源泉徴収票に記載して提出します」など）
　マイナンバーの提供を受けるときは、他人のなりすましなどを防止するため、
厳格な本人確認を行ってください。

み  ほ
  ん

　お仕事などの都合により、通常の開庁時間帯に通知カードや個人番号カードの受け取りが
難しい方は、延長受付をご利用ください。
　受付事務は、市民生活課が扱う通知カード・個人
番号カードに関係する手続きに限られます。また、
支所では延長受付は実施しません。

平日の木曜日は午後７時まで
通知カード・個人番号カードの交付受付を行います。

カード交付に関するお問い合わせ
市民生活課  市民係

☎７２‐１１１１（内線２２１）



9  Kushima City Public Relations, 2016.1, Japan 広報 　　　　  8

T H E  S L O W  F O O DT H E  S L O W  L I F E

玄
関
の
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
を
鳴
ら
す

と
、
元
気
な
声
と
笑
顔
で
迎
え

入
れ
て
く
れ
た
吉よ

し
田だ

美み

代よ

治じ

さ
ん
。
１

０
０
鉢
以
上
の
花
な
ど
を
育
て
て
い
ろ

ん
な
場
所
に
提
供
す
る
の
を
趣
味
の
１

つ
に
し
て
い
ま
す
。

始
め
た
き
っ
か
け
は
、
昭
和
53
年
に

宮
崎
市
の
堀
切
峠
で
珍
し
い
花
を
見
つ

け
て
１
鉢
購
入
し
た
こ
と
。
そ
れ
を
お

世
話
に
な
っ
て
い
る
関
係
者
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
た
い
と
、
挿
し
芽
に
よ
る
繁
殖

を
始
め
ま
し
た
。

５
月
末
か
ら
７
月
に
か
け
て
次
々
に

挿
し
芽
を
し
て
、
成
長
し
た
ら
さ
ら
に

大
き
な
鉢
に
移
植
し
ま
す
。
寒
く
な
っ

て
く
る
と
霜
除
け
の
た
め
に
、
小
屋
を

防
寒
補
強
し
た
り
、
色
づ
き
を
良
く
す

る
た
め
に
遮
光
も
し
た
り
し
ま
す
。
他

に
落
ち
葉
を
集
め
て
腐
葉
土
を
作
っ
た

り
し
て
い
ま
す
が
、「
大
き
く
育
て
る

一
番
の
工
夫
は
毎
日
２
回
の
水
や
り
を

欠
か
さ
な
い
こ
と
」
と
美
代
治
さ
ん
。

水
を
や
る
に
も
１
０
０
鉢
以
上
と
数

が
多
く
な
る
と
膨
大
で
す
。
水
道
代
や

手
間
も
か
か
る
の
で
、
雨
水
を
貯
め
て

そ
れ
を
利
用
で
き
る
タ
ン
ク
を
作
っ
た

そ
う
で
す
。「
楽
し
ん
で
や
っ
た
結
果

が
エ
コ
に
つ
な
が
っ
た
。
苦
労
よ
り
も

人
が
喜
ん
で
く
れ
る
の
が
一
番
」
と
笑

顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

今
で
は
ポ
イ
ン
セ
チ
ア
や
ピ
ン
ク

フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど
10
種
類
以
上
の
花
や

植
物
を
、
中
央
公
民
会
や
保
健
セ
ン

タ
ー
な
ど
10
カ
所
に
提
供
し
て
い
る
美

代
治
さ
ん
。
普
通
と
は
違
っ
た
種
類
や

大
き
さ
で
見
応
え
の
あ
る
植
物
た
ち
に
、

一
度
会
い
に
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

敏昭さんが収穫したそばの実

愛情を込めて水やり中

新
そ
ば
の
お
い
し
い
季
節
が
や
っ

て
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
ば

栽
培
を
手
掛
け
て
い
る
福
島
地
区
・
桂

原
に
お
住
ま
い
の
川か

わ
野の

敏と
し
昭あ
き
さ
ん
に
お

話
を
聞
き
ま
し
た
。

平
成
10
年
ご
ろ
に
知
人
か
ら
１
升
マ

ス
分
ほ
ど
の
そ
ば
の
種
を
も
ら
い
、
興

味
本
位
で
始
め
た
の
が
き
っ
か
け
で
し

た
。「
そ
ば
の
花
を
見
る
の
が
毎
年
の

楽
し
み
。
花
を
見
る
た
め
に
作
っ
て
い

る
よ
う
な
も
の
だ
よ
」
と
そ
ば
作
り
の

楽
し
み
を
話
す
敏
昭
さ
ん
。
毎
年
、
稲

刈
り
が
終
わ
る
と
８
月
下
旬
か
ら
９
月

上
旬
に
か
け
て
種
を
ま
き
、
約
70
日
を

目
安
に
収
穫
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
ば
の
実
は
、
な
り
始
め
る
と
成
熟

す
る
に
つ
れ
て
色
が
白
か
ら
黒
く
な
っ

て
い
き
ま
す
。
こ
の
成
熟
加
減
で
、
甘

味
や
風
味
が
変
わ
り
ま
す
。「
実
が
全

て
黒
の
も
の
よ
り
か
は
、
少
し
茶
色
の

実
が
入
っ
て
い
た
方
が
風
味
が
出
て
お

い
し
い
」
と
味
の
秘
訣
を
教
え
て
く
れ

ま
し
た
。

敏
昭
さ
ん
は
、
そ
ば
打
ち
を
教
え
た

り
す
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
、「
水
加

減
が
一
番
大
事
で
、
粉
の
分
量
に
対
し

て
55
％
く
ら
い
の
水
で
耳
た
ぶ
く
ら
い

の
や
わ
ら
か
さ
に
な
る
よ
う
に
こ
ね
る

と
い
い
よ
」
と
コ
ツ
を
教
え
て
く
れ
ま

し
た
。
ち
な
み
に
、
敏
昭
さ
ん
お
す
す

め
の
食
べ
方
は
そ
ば
が
き
。
そ
ば
実
本

来
の
味
と
香
り
が
味
わ
え
る
と
の
こ
と

で
し
た
。

こ
れ
か
ら
寒
さ
の
厳
し
く
な
る
季
節

で
す
。
温
か
い
お
そ
ば
で
も
食
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

新
そ
ば
の
お
い
し
い
季
節
で
す

み
ん
な
の
喜
ぶ
顔
が
見
た
い

香
り
高
い
新
そ
ば
を
味
わ
お
う

串
間
を
花
で
い
っ
ぱ
い
に

福島地区・桂原

川
かわ

野
の

 敏
とし

昭
あき

さん
そばの実の約 70％がそ
ば粉になります。26年は
不作でしたが、27年は天 
気もよく大豊作でした。

大束地区・烏帽子野

吉
よし

田
だ

 美
み

代
よ

治
じ

さん
過去にポインセチアを育
てる講習会を開いたこと
があります。またお声が
あればやりたいです。 

黒いそばと
白いそばの
違いって？

黒いそばは「田舎そば」、
白いそばは「更科そば」
などと呼ばれ、味や香り
も違います。黒いそばは、
そばの実の外側を挽いた
三番粉を多く使っており、
白いそばは、中心部分を
挽いた一番粉などを多く
使っています。

そばのマメ知識

一番粉

二番粉

三番粉



14

25

36

市
内
の
話
題
や
出
来
事
な
ど
を
写
真
を
交
え
て
紹
介
し
ま
す
。

My
town
topics
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防災訓練の様子

串間初の夜間
津波避難訓練

犯
罪
の
防
止
と
撲
滅
に
貢
献

　
12
月
1
日
、
ニ
シ
ム
タ
串
間
店
敷
地
内
で
、
年
末
年
始
地

域
安
全
運
動
の
一
環
と
し
て
、
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。「
空
き
巣
」「
車
上
狙
い
」「
特
殊
詐
欺
等
被
害
防

止
」
の
啓
発
推
進
活
動
を
目
的

と
し
た
も
の
で
、
チ
ラ
シ
や
防

犯
グ
ッ
ズ
の
配
布
を
行
い
ま
し

た
。
串
間
地
区
防
犯
協
会
や
警

察
署
、
本
町
自
治
会
な
ど
が
協

力
し
、「
年
末
は
犯
罪
が
多
い
の

で
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
」な

ど
と
買
い
物
客
に
注
意
を
呼
び

か
け
な
が
ら
配
布
を
行
い
、
啓

発
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

本町地区の自治会長として参加
しました。この地区は高齢者が
多く、地域の安全・安心活動推
進モデル地区になっていますの
で特に力を入れています。マイ
ナンバーも始まり、それに関連
した詐欺事件も増えていますの
で啓発活動を頑張りたいです。

住みよい町に

　
12
月
12
日
、
都
井
岬
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
で
星
空
観
察
会

と
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
、
約
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

観
察
会
は
曇
り
空
だ
っ
た
た
め
、「
宮
崎
の
星
空
を
見
上
げ
る

会
」
会
員
に
よ
る
流
れ
星
に
つ

い
て
の
講
話
が
行
わ
れ
、
仕
組

み
や
流
星
群
に
つ
い
て
話
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
曇

り
空
と
な
っ
た
も
の
の
、
コ
ン

サ
ー
ト
が
終
わ
る
こ
ろ
に
は
、

天
候
が
少
し
回
復
し
、
雲
の
切

れ
間
か
ら
時
折
出
て
く
る
星
を

望
遠
鏡
で
眺
め
な
が
ら
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

都
井
岬
で
星
空
観
察
楽
し
む

お父さんとお姉ちゃんと一緒に
日南から来ました。はじめて天
体望遠鏡で星を見ました。最初
は星が見れないかと思っていた
けど、帰るころになって見るこ
とができてうれしかったです。
星がとてもきれいでした。今度
はいろんな星を見てみたいです。

ほしがきれい

日南市在住

植
う え

村
む ら

 奏
か

音
の ん

ちゃん

　11月21日、市木・下石波
地区で串間市では初となる
夜間の津波避難訓練が実施
されました。午後6時半に
大津波警報が発令されると、
懐中電灯を照らしながら大
谷川上流の避難所へ32世帯
44人が避難し、夜間におけ
る安全な避難の仕方や問題
点などを確認しました。

　
11
月
26
日
、
国
道
４
４
８
号
に
あ
る
架
け
替
え
工
事
中
の

市
木
橋
で
、
市
木
小
学
校
の
児
童
16
名
が
土
木
体
験
学
習
を

行
い
ま
し
た
。
施
工
工
事
を
行
う
株
式
会
社
山
崎
産
業
の
担

当
者
が
「
今
後
１
０
０
年
以
上

耐
え
ら
れ
る
橋
に
す
る
た
め
に
、

丁
寧
に
作
業
し
て
く
だ
さ
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
後
、『
跡
埋
め

部
の
防
水
』
と
い
う
土
木
作
業

を
体
験
。
次
に
舗
装
前
の
橋
の

上
に
、
児
童
が
デ
ザ
イ
ン
し
た

絵
や
文
字
を
思
い
思
い
に
描
き
、

橋
へ
の
愛
着
を
深
め
ま
し
た
。

橋
は
１
月
に
完
成
予
定
で
す
。

土
木
工
事
の
魅
力
を
伝
え
る 

未来への足跡
初めて土木作業を体験して楽し
かったです。工事をしている人
がさびたりしないように、こん
なに細かいことをしているんだ
と分かりました。橋には自分の
手型と足型、日付と名前を描き
ました。市木橋がこれからも長
く架り続けていって欲しいです。

市木小学校 ６年

大
お お

下
し た

 桃
も も

華
か

さん

ぶりプリ丼推進協議会 会長

立
た て

本
も と

 与
よ

司
し

仁
ひ と

さん

　
12
月
13
日
、
大
束
地
区
多
目
的
運
動
公
園
で
大
地
震
と
土

砂
災
害
を
想
定
し
た
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
、
住
民
を
は
じ
め
、

消
防
や
自
衛
隊
な
ど
９
機
関
３
３
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

訓
練
は
、
日
向
灘
沖
を
震
源
と

す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
9
・
0

の
地
震
が
起
き
、
土
砂
災
害
が

発
生
し
た
と
の
想
定
。
倒
壊
家

屋
か
ら
の
け
が
人
救
出
、
土
砂

崩
れ
で
孤
立
し
た
負
傷
者
を
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
で
救
助
す
る
訓
練

な
ど
が
実
施
さ
れ
、
地
区
住
民

や
関
係
機
関
と
の
連
携
を
深
め

る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

防
災
・
減
災
へ
意
識
高
め
る

初めて防災訓練に参加しました。
参加して、防災に対する気持ち
の持ち方が変わったし、人命と
いう尊さをしみじみ痛感しまし
た。訓練内の講習であったよう
に、まずは隣近所から支え合っ
ていかないといけないと感じま
した。参加してよかったです。

意識変わった

大束地区・大重野

菊
き く

永
な が

 末
す え

興
お き

さん

福島地区・本町１丁目

立
た て

本
も と

　始
はじめ

さん

日南市在住

坂
さ か

元
も と

 かおるさん

　

12
月
７
日
、
串
間
温
泉
い
こ
い
の
里
で
ご
当
地
グ
ル
メ

「
串
間
活
〆
ぶ
り
プ
リ
丼
」
の
認
定
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

い
こ
い
の
里
の
指
定
管
理
者
が
変
更
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る

再
認
定
で
、
７
日
か
ら
ぶ
り
プ

リ
丼
の
提
供
が
再
開
さ
れ
ま
し

た
。
認
定
式
で
は
、
ぶ
り
プ
リ

丼
推
進
協
議
会
の
立
本
与
司
仁

会
長
が
「
ぶ
り
プ
リ
丼
は
海
外

か
ら
も
反
響
が
あ
る
。
相
乗
効

果
で
い
こ
い
の
里
も
盛
り
上
げ

て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ

つ
。
い
こ
い
の
里
の
川
﨑
代
表

に
認
定
証
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

変
わ
ら
な
い
味
を
提
供
す
る

観光の目玉に
ぶりプリ丼は毎年売り上げが伸
びています。ブリは香港では高
級食材で、注目度も高く、最近
はぶりプリ丼を提供している大
乃屋に、香港のテレビ局が取材
に来たりもしています。いこい
の里は串間の観光重要スポット
なのでにぎわってほしいです。

都井岬へ訪れた皇太子さま

皇太子さま
ご来串
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11
月
28
日
、
市
民
総
合
体
育
館
で
小
林
秀
峰
高
校
男
子
新

体
操
部
の
演
技
会
が
開
か
れ
、
約
４
０
０
人
の
方
が
来
場
し

ま
し
た
。
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
実
力
を
持
つ
選
手
た
ち
が

ス
テ
ィ
ッ
ク
や
ロ
ー
プ
、
ク
ラ

ブ
な
ど
を
使
っ
た
個
人
演
技
や

団
体
演
技
を
次
々
と
披
露
。
連

続
バ
ッ
ク
転
や
宙
返
り
な
ど
の

妙
技
、
息
の
合
っ
た
華
麗
な
演

技
が
繰
り
出
さ
れ
る
た
び
に
大

き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

日
本
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
迫
力
あ

る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
会
場
は

熱
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

力
強
く
華
麗
な
演
技
で
魅
了

楽しみにしてきました。テレビ
で見るのと違い実際に見るので
は迫力が全然違いますね。選手
の息遣いや組技の高さを間近で
感じることができて感動しまし
た。日ごろの練習量が伝わって
くる演技でしたね。また開催さ
れればぜひ来たいと思います。 

感動しました

手話の基礎を習いました

手話を気軽に
手話やっちみろ会
　12月２日と９日、市総合
保健福祉センターで手話を
気軽に学べる体験会「手話
やっちみろ会」があり、約
35人が参加しました。参加
者たちは、50音の一つひと
つを指の形で表現できる指
文字や、自己紹介の仕方、
簡単な日常会話など手話の
基礎を楽しく学びました。 



　
家
庭
児
童
相
談
室
は
、
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
―
（
市
民
病
院
隣
）
に
設
置
さ
れ
、
２
人
の

相
談
員
が
子
育
て
（
18
歳
未
満
）
に
係
る
さ
ま

ざ
ま
な
悩
み
や
心
配
ご
と
に
つ
い
て
、
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。

家
庭
児
童
相
談
員
と
は

　
家
庭
児
童
相
談
員
と
は
、
家
庭
に
お
け
る
児

童
養
育
（
子
育
て
）
に
関
す
る
こ
と
や
児
童
に

係
る
家
庭
の
人
間
関
係
に
関
す
る
こ
と
な
ど
家

庭
児
童
福
祉
に
関
す
る
相
談
を
受
け
て
、
助
言

や
指
導
な
ど
を
行
う
人
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

相
談
内
容

◎
子
ど
も
に
関
す
る
こ
と

　

�

育
児
や
し
つ
け
相
談
・
性
格
な
ど
の
相
談
・

養
育
の
相
談
・
発
達
の
相
談
・
非
行
の
相
談

な
ど
。

※�

都
城
児
童
相
談
所
の
児
童
福
祉
司
、
心
理
判

定
員
が
専
門
的
に
障
が
い
に
関
す
る
相
談
を

行
う
「
定
期
巡
回
相
談
」
の
受
付
や
連
絡
も

行
っ
て
い
ま
す
（
療
育
手
帳
の
申
請
や
更
新

手
続
き
、
年
６
回
）。

◎
家
庭
に
関
す
る
こ
と

　

�

Ｄ
Ｖ
に
関
す
る
相
談
・
母
子
家
庭
に
関
す
る

相
談
な
ど
。
相
談
内
容
の
秘
密
は
守
り
ま
す
。

安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※�

相
談
の
内
容
に
よ
り
、
保
健
師
、
保
育
士
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
お
よ
び
主
任
児
童
委

員
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
し
て
助
言
・
指
導

を
行
い
ま
す
。

家
庭
児
童
相
談
員
か
ら 

み
な
さ
ん
へ

小
さ
な
こ
と
か
ら 

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

●
家
庭
児
童
相
談
室

◎�

相
談
時
間
＝
平
日（
月
～
金
）午
前
９
時
～
午

後
４
時
（
電
話
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
）

◎
家
庭
児
童
相
談
員

　
百
野
達
巳
、
北
村
市
子

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
家
庭
児
童
相
談
室
☎
72

－

５
７
８
３
（
直
通
）

※�

施
設
の
中
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
外
か
ら
直

接
、
相
談
室
へ
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
ち
ら
か
ら
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　  子育て支援情報

ひとりで悩まずに、
相談してみませんか
家庭児童相談員をご存じですか？

里親制度の案内
　すべての子どもは、家庭で温かい愛情に包まれて育
てられることが望ましい事です。しかし、家庭のさま
ざまな事情で、自分たちの家庭で生活することができ
ない子どもたちがいます。こうした子どもたちを、自
分の家庭に受け入れて、家庭的な雰囲気の中で愛情と
真心を込めて育てようとするのが『里親制度』です。
　「里親制度」をより深く知っていただくために、説
明会と相談会が実施されます。ご興味のある方はぜひ
ご参加ください。
●日時＝平成 28 年２月５日（金）午後２時～４時
●場所＝串間市総合保健福祉センター２階研修室
●�問い合わせ先
　福祉事務所子育て支援係☎７ ２－０３３３（内線 505）

子育てにおける
さまざまな悩みや

心配事など、家族に限らず、
子どもさん本人、近所の方

など、どなたからでも
相談に応じます。

誰かに話をすることで
苦しいことは薄まっていき、
楽しいことうれしいことは

濃くなっていきます。
ぜひ、そのお手伝いを

させてください。 北
きた

村
むら

市
いち

子
こ

 相談員 百
ひゃく

野
の

達
たつ

巳
み

 相談員

●住所＝串間市大字西方5500-2　　●☎/FAX＝0987-27-3075　　●開館日＝平日 午前９時～午後６時
●メール＝kushimageinin@kkd.biglobe.ne.jp　　●ＨＰ＝http://kushima-panerp.com/

今年、市民活動はじめます
くしま市民活動交流センター

パ　ナ　ッ　プ

みなさまの市民活動を
支援します！

◦  

◦  

◦

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
輝
か
し

い
新
春
を
市
民
団
体
の
皆
様

と
共
に
迎
え
る
こ
と
が
で
き

大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、
「
地
域
課
題
解

決
の
た
め
の
具
体
的
市
民
活

動
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、

そ
れ
ら
を
担
う
新
た
な
人
材

の
育
成
、
市
民
活
動
へ
の
積

極
参
加
な
ど
を
目
的
に
、
ま

ち
づ
く
り
市
民
講
座
や
交
流

会
な
ど
を
企
画
・
開
催
し
ま

し
た
。
そ
の
中
で
、
特
に
若

い
方
の
参
加
が
多
く
、
市
民

活
動
や
地
域
に
対
す
る
意
識

が
形
と
な
っ
て
変
わ
っ
て
き

て
い
ま
す
。

　
本
年
度
、
ま
た
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
や
企
画
を
実
施

し
て
い
き
ま
す
。
市
民
活
動

に
お
い
て
、
誰
も
が
活
躍
で

き
る
環
境
、
き
っ
か
け
作
り

の
場
を
数
多
く
設
け
、
市
民

に
よ
る
、
市
民
の
た
め
の
地

方
創
生
と
な
る
よ
う
、
パ

ナ
ッ
プ
も
機
能
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
地
域
を
取
り
巻
く
環
境
は

相
変
わ
ら
ず
厳
し
い
も
の
の
、

そ
れ
を
逆
に
チ
ャ
ン
ス
と
と

ら
え
、
「
ふ
る
さ
と
の
た
め

に
自
分
が
で
き
る
こ
と
」
に
、

積
極
的
に
挑
戦
し
て
い
る
市

民
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
大
切
な
の
は
、
自
分
に

で
き
る
こ
と
。
「
市
民
活

動
」
や
「
地
域
の
た
め
」
と

言
葉
に
す
る
と
ち
ょ
っ
ぴ
り

照
れ
く
さ
く
他
人
事
の
よ
う

に
聞
こ
え
ま
す
。
新
た
な
年

を
迎
え
、
気
持
ち
も
新
た
な

今
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
考

え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ
の

こ
と
が
も
し
か
し
た
ら
地
域

の
未
来
を
変
え
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
パ
ナ
ッ
プ
は
そ
ん

な
あ
な
た
を
今
年
も
全
力
で

応
援
し
ま
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
地
方
創
生
特
命
部

長
の
矢
後
で
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝

か
し
い
新
年
を
お
迎
え
に
な
ら
れ

た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
本
年
も
何
卒
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
昨

年
の
春
、
串
間
市
に
赴
任
し
て
か

ら
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
経
験
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
新
た
な
挑
戦
の
連

続
で
と
て
も
刺
激
的
な
一
年
と
な

り
ま
し
た
。

　

昨
年
末
、「
串
間
市
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の

素
案
を
策
定
し
、
本
市
と
し
て
は
、

人
口
減
少
と
地
域
経
済
縮
小
の
克

服
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
の
創

生
と
好
循
環
の
確
立
を
図
る
た
め
、

特
に
「
雇
用
の
創
出
」
と
「
子
育

て
世
帯
へ
の
支
援
」
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。

　
そ
し
て
、「
串
間
創
生
」
に
取
り 

組
ん
で
い
く
上
で
懸
案
事
項
だ
っ

た
、
旧
都
井
岬
観
光
ホ
テ
ル
の
跡

地
問
題
に
つ
い
て
も
、
土
地
・
建

物
を
市
が
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
、

都
井
岬
再
興
に
向
け
て
、
一
歩
前

進
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
交

流
人
口
の
増
加
を
は
じ
め
と
す
る

観
光
・
地
域
振
興
の
核
と
な
る
都

井
岬
の
再
開
発
に
取
り
組
む
、
重

要
な
一
年
に
な
る
も
の
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

今
般
、
急
激
な
人
口
減
少
と
い

う
厳
し
い
現
実
が
私
た
ち
に
突
き

付
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
た
だ

手
を
こ
ま
ね
い
て
い
る
わ
け
に
は

ま
い
り
ま
せ
ん
。
こ
の
地
域
社
会

を
こ
れ
か
ら
の
世
代
に
き
ち
ん
と

引
き
継
い
で
い
く
責
務
が
私
た
ち

に
は
あ
り
ま
す
。

　
皆
様
に
と
り
ま
し
て
新
た
な
年

が
素
晴
ら
し
い
も
の
と
な
り
ま
す

よ
う
、
ま
た
、「
串
間
創
生
」
に
向

け
た
大
き
な
一
歩
と
な
り
ま
す
よ

う
、
想
い
を
ひ
と
つ
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

地域全員参加型の
「串間創生」を目指して

地方創生特命部長

矢
や
後
ご
雅
まさ
司
し
の

部長日記

都井岬再興に向けて一歩前進
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平成28年度から
軽自動車税の税率が変わります

健康マメちしき
H e a l t h  　  　 K n o w l e d g e

　

当
院
の
手
術
は
大
部
分
が
午
後
か
ら
ス
タ
ー

ト
の
た
め
、
午
前
中
は
術
前
・
術
後
診
察
や
健

診
、
禁
煙
外
来
、
内
科
外
来
な
ど
に
従
事
し
て

い
ま
す
。
前
回
の
こ
の
講
座
担
当
時
は
動
脈
硬

化
症
に
つ
い
て
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
回
は
健
診
に
関
連
し
た
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
つ
い
て
少
し
お
話
し
さ
せ
て

い
た
だ
こ
う
と
思
い
ま
す
。

「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
と
は
？

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
い
う
言
葉

は
、
か
な
り
一
般
の
方
に
も
浸
透
し
て
き
て
い

る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
い
ま
一
度
、
簡
単
に
説

明
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
、
内
臓
脂
肪
が
原
因
で

高
血
糖
、
脂
質
異
常
、
高
血
圧
な
ど
を
引
き
起

こ
し
、
そ
れ
ら
が
重
複
し
た
場
合
に
は
動
脈
硬

化
が
進
行
し
、
心
筋
梗
塞
や
狭
心
症
、
脳
卒
中

な
ど
の
命
に
関
わ
る
、
あ
る
い
は
後
遺
症
を
残

す
心
臓
血
管
系
の
疾
患
に
罹り

患か
ん

す
る
可
能
性
が

高
く
な
る
も
の
で
、
そ
の
原
因
は
生
活
習
慣
が

ひ
と
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

生
活
習
慣
が
原
因
で
あ
る
の
な
ら
ば
、
生
活

習
慣
を
改
善
す
れ
ば
い
い
わ
け
で
す
。
し
か
し
、

健
康
診
断
時
に
「
メ
タ
ボ
で
す
よ
。
予
備
軍
で

す
よ
。
食
事
と
運
動
な
ど
の
生
活
習
慣
の
改
善

を
し
て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
て
も
、
今
す
ぐ

ど
う
か
な
る
と
い
う
危
機
感
が
少
な
く
症
状
も

な
い
こ
と
や
、
我
慢
し
て
生
活
習
慣
を
改
善
し

て
も
、
長
生
き
が
保
障
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い

の
で
、
生
活
習
慣
を
改
善
す
る
つ
も
り
は
な
い

と
い
う
方
も
い
ま
す
し
、
改
善
を
し
た
ほ
う
が

い
い
と
思
っ
て
も
、
面
倒
・
お
っ
く
う
な
ど
で
、

な
か
な
か
改
善
に
結
び
つ
い
て
い
な
い
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
も
事
実
で
す
。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の

本
質
は
？

　

血
糖
値
の
上
昇
は
イ
ン
ス
リ
ン
と
い
う
ホ
ル

モ
ン
を
分
泌
さ
せ
ま
す
。
そ
の
イ
ン
ス
リ
ン
に

よ
っ
て
糖
は
細
胞
内
に
取
り
込
ま
れ
、
糖
が
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
使
用
さ
れ
る
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
使
わ
れ
ず

余
っ
た
糖
は
中
性
脂
肪
へ
変
わ
り
、
脂
肪
細
胞

に
蓄
え
ら
れ
て
い
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
食
後
の

過
剰
な
高
血
糖
が
肥
満
・
内
臓
脂
肪
を
つ
く
る

わ
け
で
す
。

食
習
慣
の
改
善

　

具
体
的
な
生
活
習
慣
の
改
善
と
は
①
運
動
②

食
事
そ
し
て
、
喫
煙
し
て
い
る
方
は
禁
煙
を
推

奨
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
回
は
生
活
習

慣
の
改
善
を
始
め
る
き
っ
か
け
と
し
て
、
食
事

療
法
の
一
つ
の
方
法
、
食
事
の
最
初
の
ほ
う
に

野
菜
を
食
べ
る
食
事
法
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

あ
る
研
究
に
よ
る
と
、
ご
飯
を
先
に
食
べ
る

の
に
比
べ
、
野
菜
サ
ラ
ダ
を
先
に
食
べ
て
か
ら

ご
飯
を
食
べ
る
の
で
は
食
後
の
血
糖
上
昇
が
ゆ

っ
く
り
と
な
り
、
食
後
血
糖
の
ピ
ー
ク
値
も
抑

え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
食
物
繊
維

が
糖
質
の
吸
収
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
そ
の
食
事
法
は
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
本
質
で
あ
る
食
後
の

高
血
糖
が
抑
え
ら
れ
、
内
臓
脂
肪
を
蓄
え
に
く

く
な
る
の
で
す
。
ま
た
、
何
よ
り
も
野
菜
は
低

カ
ロ
リ
ー
で
す
。
よ
く
噛
む
こ
と
で
、
満
腹
感

も
得
ら
れ
ま
す
の
で
、
食
事
の
全
体
量
も
減
る

可
能
性
が
あ
り
、
総
摂
取
カ
ロ
リ
ー
を
減
ら
す

こ
と
で
溜
め
込
ん
だ
脂
肪
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し

て
消
費
す
る
こ
と
に
も
な
り
、
内
臓
脂
肪
を
減

ら
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
不
向
き
な
方
や
、
効
果
が
不
十

分
な
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
は
思
わ
れ
ま
す
が
、

ま
ず
は
こ
こ
か
ら
始
め
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
？
ち
な
み
に
私
も
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
な
の
で
、
心
が
け
て
い
ま
す
が
、
ど
う
や

ら
別
な
理
由
も
あ
る
の
で
、
今
の
と
こ
ろ
十
分

な
効
果
が
得
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
さ
ら
な
る
生

活
習
慣
を
改
善
す
る
努
力
が
必
要
と
思
わ
れ
ま

す
。

食
事
の
最
初
の
ほ
う
に

野
菜
を
食
べ
る
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地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
平
成
28
年
度
以

降
の
軽
自
動
車
税
の
税
率
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

車
両
の
種
類
や
最
初
の
新
規
検
査
年
月
に
よ
っ

て
、
適
用
さ
れ
る
税
率
が
異
な
り
ま
す
。

●��

原
動
機
付
自
転
車
、
小
型
特
殊
自
動
車
、
二

輪
車
な
ど

　

平
成
28
年
度
課
税
か
ら
次
の
と
お
り
と
な
り

ま
す
。

●�

三
輪
・
四
輪
の
軽
自
動
車

　

最
初
の
新
規
検
査
日
に
よ
り
、
次
の
①
、
②
、

③
の
い
ず
れ
か
の
税
率
で
課
税
さ
れ
ま
す
。

※�

最
初
の
新
規
検
査
と
は
、
今
ま
で
に
車
両
番

号
の
指
定
を
受
け
た
こ
と
の
な
い
軽
自
動
車

を
、
新
た
に
使
用
し
よ
う
と
す
る
と
き
に
受

け
る
検
査
で
す
。
新
規
検
査
の
年
月
は
自
動

車
検
査
証
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

①�

新
規
検
査
が
平
成
27
年
３
月
以
前
の
車
両

　

検
査
か
ら
13
年
を
経
過
す
る
ま
で
は
現
行
税

額
の
ま
ま
で
す
。

②�

新
規
検
査
が
平
成
27
年
４
月
以
降
の
車
両

　

新
税
額
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

③
新
規
検
査
後
13
年
を
経
過
し
た
車
両

　

経
年
重
課
の
税
額
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

●�

グ
リ
ー
ン
化
特
例
の
適
用

　

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
28
年
３
月
31

日
ま
で
に
最
初
の
新
規
検
査
を
受
け
た
三
輪
お

よ
び
四
輪
の
軽
自
動
車
で
排
出
ガ
ス
、
燃
費
性

能
の
優
れ
た
環
境
負
荷
の
小
さ
い
車
に
つ
い
て

は
、
平
成
28
年
度
に
限
り
グ
リ
ー
ン
化
特
例

（
軽
課
税
率
）
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

◆
軽
課
①

　

電
気
自
動
車
お
よ
び
天
然
ガ
ス
軽
自
動
車

（
平
成
21
年
排
出
ガ
ス
基
準
10
％
低
減
）

◆
軽
課
②

▽�

乗
用
＝
平
成
17
年
排
出
ガ
ス
基
準
75
％
低
減

達
成
か
つ
平
成
32
年
度
燃
費
基
準
＋
20
％
達

成
車

▽�

貨
物
＝
平
成
17
年
排
出
ガ
ス
基
準
75
％
低
減

達
成
か
つ
平
成
27
年
度
燃
費
基
準
＋
35
％
達

成
車

◆
軽
課
③

▽�

乗
用
＝
平
成
17
年
排
出
ガ
ス
基
準
75
％
低
減

達
成
か
つ
平
成
32
年
度
燃
費
基
準
達
成
車

▽�

貨
物
＝
平
成
17
年
排
出
ガ
ス
基
準
75
％
低
減

達
成
か
つ
平
成
27
年
度
燃
費
基
準
＋
15
％
達

成
車

※�

軽
課
②
、
軽
課
③
に
つ
い
て
は
、
ガ
ソ
リ
ン

を
内
燃
機
関
の
燃
料
と
す
る
軽
自
動
車
に
限

り
ま
す
。
燃
費
基
準
の
達
成
状
況
は
、
自
動

車
検
査
証
の
備
考
欄
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

表１　原動機付自転車、二輪車など
車種区分 税率（年額）

原動機付自転車

50㏄以下 2,000円
50㏄超 90㏄以下 2,000円
90㏄超 125㏄以下 2,400円
ミニカー 3,700円

軽二輪 125㏄超 250㏄以下 3,600円
小型二輪 250㏄超 6,000円

小型特殊自動車
農耕用（トラクターなど） 2,400円
その他（フォークリフトなど） 5,900円

表２　軽自動車

車種区分

税率（年額）
①

新規検査が
平成27年
３月以前の
車両

②
新規検査が
平成27年
４月以降の
車両

③
新規検査後
13年を
経過した
車両

四 輪
以 上

乗 用
自家用 7,200円 10,800円 12,900円

営業用 5,500円 6,900円 8,200円

貨物用
自家用 4,000円 5,000円 6,000円

営業用 3,000円 3,800円 4,500円

三 輪 3,100円 3,900円 4,600円

表３　軽自動車のグリーン化特例（軽課）

車種区分
税率（年額）

軽課① 軽課② 軽課③

四 輪
以 上

乗 用
自家用 2,700円 5,400円 8,100円

営業用 1,800円 3,500円 5,200円

貨物用
自家用 1,300円 2,500円 3,800円

営業用 1,000円 1,900円 2,900円

三 輪 1,000円 2,000円 3,000円

著：串間市民病院 麻酔科
田原 正路 Masamichi Tahara
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日
本
に
引
っ
越
し
て
か
ら
も
母
国

の
ア
メ
リ
カ
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
、

ア
メ
リ
カ
ン
ホ
リ
デ
ー
の
お
祝
い
を

続
け
て
い
ま
す
。
11
月
末
の
ア
メ
リ

カ
ン
ホ
リ
デ
ー
は
何
で
し
ょ
う
か
？

答
え
は
感
謝
祭
で
す
。
英
語
で
サ
ン

ク
ス
ギ
ビ
ン
グ
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
か
と
い
う
と
昔
か
ら
神
の
恵
み

に
感
謝
す
る
と
と
も
に
家
族
で
ご
ち

そ
う
を
楽
し
む
日
だ
か
ら
で
す
。
主

な
食
事
は
七
面
鳥
な
の
で
、
七
面
鳥

の
日
な
ど
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
の
感
謝
祭
祝
日
は
11
月

の
第
４
木
曜
日
で
す
が
、
そ
の
日
は

東
京
で
国
際
交
流
員
の
中
間
研
修
で

し
た
。
研
修
の
後
に
、
去
年
イ
ン

デ
ィ
ア
ナ
大
学
で
出
会
っ
た
日
本
人

の
友
達
と
過
ご
し
ま
し
た
。
去
年
の

感
謝
祭
で
も
僕
の
実
家
で
食
事
会
を

し
た
の
で
、
そ
の
友
達
と
は
２
年
連

続
で
お
祝
い
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
初
め
て
居
酒
屋
で
感
謝
祭
を
し

た
の
で
す
が
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。

◆◇◆　その他の新刊　◆◇◆

　

そ
し
て
、
研
修
か
ら
帰
っ
た
次
の

日
に
宮
崎
県
と
福
島
高
校
の
Ａ
Ｌ
Ｔ

の
先
生
の
ア
パ
ー
ト
で
ア
メ
リ
カ
風

な
感
謝
祭
の
食
事
会
を
し
ま
し
た
。

七
面
鳥
二
匹
、
マ
ッ
シ
ュ
ポ
テ
ト
、

マ
カ
ロ
ニ
ア
ン
ド
チ
ー
ズ
、
い
ろ
い

ろ
な
デ
ザ
ー
ト
な
ど
を
食
べ
た
の
で

動
け
な
い
ほ
ど
で
し
た
。

　

串
間
に
来
て
も
う
す
ぐ
５
カ
月
が

経
ち
ま
す
。
年
末
ま
で
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
経
験
し
ま
し
た
が
、
た
ま
に

ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に
な
り
ま
す
。
で
も
、

友
達
の
お
か
げ
で
い
つ
も
支
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
か
ら
離
れ
て

も
感
謝
祭
の
食
事
の
夜
は
ア
メ
リ
カ

に
居
る
よ
う
で
し
た
。
来
年
の
感
謝

祭
は
、
ど
ん
な
楽
し
い
こ
と
が
待
っ

て
い
る
の
か
な
？

自
治
会
活
動

紹
介

知
[Person]

今月のページ
・記事の余談
・連絡先など

市ホームページで
更なる情報！

食べ終わってグループ写真

お腹がいっぱい
stuffed

食べすぎてお腹がいっぱい。
I ate too much and now I’m stuffed!
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今
月
の
テ
ー
マ
展
示

光のない海（白石 一文／著）
ロマンシエ（原田 マハ／著）
モナドの領域（筒井 康隆／著）
人魚の眠る家（東野 圭吾／著）
世にも奇妙な君物語（朝井 リョウ／著）
大川契り（西条 奈加／著）
謎の毒親（姫野 カオルコ／著）
ラオスにいったい何があるというんですか？（村上 春樹／著）
戦国はるかなれど 上・下（中村 彰彦／著）

ザ・ブラックカンパニー（江上 剛／著）
地に巣くう（あさの あつこ／著）
ＧＯＳＩＣＫ（桜庭 一樹／著）
おなかがすいたハラペコだ。（椎名 誠／著）
図書室で暮らしたい（辻村 深月／著）
プロローグ（円城 塔／作）
毎日かあさん12（西原 理恵子／著）
シングルマザー、家を買う（吉田 可奈／著）
ドローンの衝撃（河 鐘基／作）

　「ものづくりを変える」と言われて
いる「３Ｄプリンター」。そのしくみ
や種類、ものづくりの何が変わるのか
を具体的に解説する。３Ｄプリンター
が開く未来も紹介する。

　医療に関する情報は日々更新され、以前
の常識が今では間違っていると言われること
も少なくありません。図書館の今月の特集は

「医療」をテーマに幅広い分野から資料を集
めました。医療コーナーではＰＣで検索もで
きますので、ご覧になってみてください。

「
医
療
特
集
」

「
天
下
人
の
茶
」

　
伊
東 

潤
／
著

「
も
の
づ
く
り
を
変
え
る
！

　

３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
」

　
荒
舩 

良
孝/

文
、

　
田
中 

浩
也/

監
修

　現世の天下人・秀吉と心の支配者・
利休の相克。千利休の志を継ぐ四人の
弟子の生きざまを通し、究極の美を求
めた男・千利休の死の謎を解き明かす
時代長編。

年
金

新
成
人
の
み
な
さ
ん
　

　
　
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

◎
20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

　

公
的
年
金
制
度
は
、
現
役
世
代
が
納
め

る
保
険
料
で
高
齢
者
の
方
の
年
金
を
負
担

す
る
と
い
う「
世
代
と
世
代
の
支
え
合
い
」

が
基
本
で
す
。
国
内
に
居
住
す
る
20
歳
以

上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
は
国
民
年
金

に
加
入
し
、
国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◎�

国
民
年
金（
基
礎
年
金
）３
つ
の
メ
リ
ッ
ト

①
老
後
を
支
え
ま
す
（
老
齢
基
礎
年
金
）

②�

病
気
や
け
が
で
障
が
い
の
状
態
に
な
っ

た
と
き
に
支
え
ま
す（
障
害
基
礎
年
金
）

③�

加
入
者
が
亡
く
な
っ
た
と
き
、
子
の
あ

る
配
偶
者
、
子
を
支
え
ま
す
（
遺
族
基

礎
年
金
）

◎�

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
と
「
若
年
者

納
付
猶
予
制
度
」

　

収
入
な
ど
が
な
く
保
険
料
の
支
払
い
が

困
難
な
場
合
は
、「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

（
学
生
の
み
）、「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度｣

（
30
歳
未
満
）
な
ど
の
保
険
料
納
付
猶
予

制
度
が
あ
り
ま
す
。

「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
が

送
付
さ
れ
ま
す
！

　

平
成
27
年
中
に
厚
生
年
金
保
険
、
国
民

年
金
な
ど
の
老
齢
ま
た
は
退
職
を
支
給
事

由
と
す
る
年
金
を
受
け
と
ら
れ
た
方
に
、

『
平
成
27
年
分
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収

票
』
が
日
本
年
金
機
構
よ
り
１
月
中
旬
か

ら
送
付
さ
れ
ま
す
。
所
得
税
の
確
定
申
告

な
ど
の
添
付
書
類
と
し
て
必
要
に
な
り
ま

す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

万
一
紛
失
さ
れ
た
場
合
や
未
着
の
お
問

い
合
わ
せ
は
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
（
０

５
７
０

－

05

－

１
１
６
５
）」
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

※�

た
だ
し
、
障
害
年
金
、
寡
婦
年
金
、
遺

族
年
金
は
所
得
税
の
課
税
対
象
と
な
っ

て
い
な
い
た
め
（
非
課
税
）
源
泉
徴
収

票
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
生
活
課
市
民
係

　

☎
内
線
２
２
５
・
２
２
６

　

都
城
年
金
事
務
所

　

☎
０
９
８
６

－

２
３

－

２
５
７
１

　

福
島
・
木
代
地
区
（
奥お
く

村む
ら

善よ
し

朗ろ
う

自
治
会

長
）
は
、
世
帯
数
１
０
４
戸
の
地
域
で
す
。

自
治
会
活
動
に
は
区
民
全
員
で
取
り
組
む

と
い
う
こ
と
を
基
本
に
、
住
み
よ
い
地
域

づ
く
り
や
区
民
の
福
祉
向
上
の
取
り
組
み

な
ど
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

●
安
心
安
全
の
取
り
組
み

　

10
月
18
日
に
災
害
時
へ
の
備
え
と
し
て
、

避
難
道
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
区
民
の

中
に
は
、
大
工
や
左
官
な
ど
専
門
の
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
の
で
、
そ
の
方
々
の

指
導
の
も
と
、
集
落
か
ら
高
台
の
木
代
神

社
ま
で
の
約
１
２
０
メ
ー
ト
ル
を
整
備
す

る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
後

は
、
こ
の
避
難

道
を
活
用
し
て

避
難
訓
練
な
ど

を
実
施
し
て
い

き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

●
世
代
間
の
交
流
を
深
め
る

　

11
月
８
日
に
、
木
代
神
社
の
秋
ま
つ
り

を
行
い
ま
し
た
。
当
日
、
子
ど
も
た
ち
は

法
被
に
ね
じ
り
鉢
巻
き
で
み
こ
し
を
担
ぎ

元
気
に
地
域
を
ま
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

い
こ
い
の
広
場
で
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
も
実
施
し
、
爽
や
か
な
汗
を
流
し
た

と
こ
ろ
で
す
。
最
後
に
、
親
子
会
に
よ
る

振
る
舞
い
を
行
い
世
代
間
の
交
流
を
一
層

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
区
民
全
員
参
加
を
合
言
葉

に
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で

し
た
。

　

今
後
も
自
治
会
で
の
取
り
組
み
を
紹
介

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
情
報

を
ご
提
供
く
だ
さ
い
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
総
合
政
策
課
協
働
推

進
係
☎
内
線
３
３
５

避難道を整備しました

みこしを担ぐ子どもたち

図書館に来まし
た

城
じょう

  麻
ま

央
お

ちゃん

（５さい）

好きな本は『りらのひみ

つのへや』です。好きな

キャラクターはディズ

ニーのプリンセスソフィ

アです。図書館にプリン

セスソフィアの本がある

とうれしいです。



お
知

ら

市役所の代表電話

☎0987-
72-1111

INF
ORMATION

せ

今月の
テーマ

甘
い
物
を
食
べ
る
と
な
ん
だ
か
幸

せ
に
な
れ
ま
す
よ
ね
。
甘
い
物
好

き
は
女
子
に
限
っ
た
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
メ
ン
ズ
だ
っ
て
甘

い
物
が
好
き
！
だ
け
ど
も
気
に

な
る
の
は
血
糖
値
や
お
腹
周
り�

・
・
・
。
と
い
う
こ
と
で
今
回
は

「
甘
党
派
★
だ
け
ど
気
に
な
る
血

糖
値
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
調
理
実

習
と
講
話
を
行
い
ま
す
。

●�

日
時
＝
２
月
５
日
（
金
）
午
前

９
時
半
～
午
後
１
時
（
終
了
予

定
）

●�

場
所
＝
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
２
階

●�

参
加
費
＝
無
料

●�

申
込
期
限
＝
１
月
29
日
（
金
）

※�

定
員
15
名
に
な
り
次
第
締
切

●�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
医
療

介
護
課
健
康
増
進
係
☎
72

－

０�

３
３
３

ス
ト
ッ
プ
！
高
血
圧
＆
糖
尿
病 

講
座
受
講
生
募
集

　

市
で
は
、
高
血
圧
・
糖
尿
病
を

予
防
す
る
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
２

日
間
の
講
座
を
実
施
し
ま
す
。
１

日
目
に
は
、
保
健
師
・
管
理
栄
養

士
に
よ
る
講
話
、
２
日
目
に
は
調

理
実
習
を
行
い
ま
す
。

　

新
た
な
年
で
す
。
自
分
の
体
を

い
た
わ
り
、
元
気
な
１
年
を
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。

●�

日
時

▽
高
血
圧
予
防
講
座

①
２
月
２
日
（
火
）

　

午
前
10
時
～
正
午

②
２
月
９
日
（
火
）

　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

▽
糖
尿
病
予
防
講
座

①
２
月
17
日
（
水
）

　

午
前
10
時
～
正
午

②
２
月
24
日
（
水
）

　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

●�

場
所
＝
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
２
階
（
栄
養
学
習
室
・
調

理
室
）

●�

対
象
者
＝
高
血
圧
ま
た
は
糖
尿

病
が
気
に
な
る
方
、
予
防
し
た

い
方

●�

参
加
費
＝
無
料

●�

申
込
期
限
＝
１
月
29
日
（
金
）

※�

定
員
（
各
講
座
15
名
）
に
な
り

次
第
締
切

●�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
医
療

介
護
課
健
康
増
進
係
☎
72

－

０�

３
３
３

玉
璧
に
つ
い
て 

勉
強
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

日
向
国
那
珂
郡
今
町
か
ら
出
土

し
た
と
さ
れ
る
「
玉
璧
」
に
つ
い

て
、
田
中
靖
基
先
生
と
共
に
勉
強

し
ま
せ
ん
か
。

●�

日
時
＝
１
月
17
日
（
日
）
午
前

10
時
～
正
午

●�

場
所
＝
中
央
公
民
館

●�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
櫛
間

古
玉
璧
研
究
会
（
川
崎
さ
ん
）

☎
72

－

６
８
０
０

小
型
船
舶
操
縦
免
許
証 

更
新
・
失
効
講
習
会

●�

日
時
＝
１
月
30
日
（
土
）
午
後

２
時
半
～
（
午
後
２
時
か
ら
受

付
）

●�

場
所
＝
串
間
市
ア
ク
テ
ィ
ブ
セ

ン
タ
ー
研
修
室

●�

対
象
＝
有
効
期
限
が
１
年
２
カ

月
以
内
に
切
れ
る
免
許
証
お
よ

び
失
効
し
た
免
許
証

▽�

更
新
＝
有
効
期
限
が
平
成
28
年

２
月
１
日
～
平
成
29
年
４
月
１

日
の
免
許
証

▽�

失
効
＝
有
効
期
限
が
平
成
28
年

１
月
31
日
以
前
の
免
許
証

●�

持
参
す
る
も
の
＝
操
縦
免
許
証
、

認
印
、
料
金

※�

た
だ
し
、
以
下
に
該
当
す
る
方

は
住
民
票
（
本
籍
記
載
）
が
必

要
で
す
。

①�

住
所
記
載
の
な
い「
海
技
免
状
」

を
お
持
ち
の
方

②�

住
所
記
載
の
あ
る
「
操
縦
免
許

証
」
を
お
持
ち
の
方
で
、
記
載

事
項
に
変
更
の
あ
る
場
合
（
合

併
に
よ
る
市
町
村
名
変
更
の
場

合
は
不
要
）

●�

料
金
（
送
料
、
写
真
代
含
む
）

・
更
新
講
習
＝
９
，
０
０
０
円

・�

失
効
講
習
＝
１ 

５
，
０
０
０
円

●�

そ
の
他
＝
で
き
る
だ
け
事
前
に

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
視
力
検

査
、
写
真
撮
影
も
当
日
実
施
し

ま
す
。

●�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
入
枝

海
事
事
務
所
☎
０
９
９

－

２ 

８�

１

－

７
７
５
３

夜
間
パ
ソ
コ
ン
科（
初
級
） 

受
講
生
募
集

　

初
心
者
向
け
の
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ

ス
で
す
。
パ
ソ
コ
ン
操
作
の
基
礎

か
ら
、
ワ
ー
ド
と
エ
ク
セ
ル
の
操

作
を
学
び
ま
す
。
お
知
ら
せ
文
書

や
回
覧
板
の
作
成
、
見
積
書
な
ど

の
計
算
か
ら
印
刷
ま
で
、
基
礎
を

学
ぶ
こ
と
で
、
自
分
で
簡
単
に
作

成
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

●�

受
講
期
間
＝
１
月
14
日
（
木
）

～
５
月
９
日
（
月
）
午
後
７
時

半
～
９
時
半

※�

週
２
回
（
月
・
木
曜
日
）
合
計

60
時
間

●�

場
所
＝
日
南
高
等
職
業
訓
練
校

●�

費
用
＝
４ 

５
，
０
０
０
円
（
テ

キ
ス
ト
代
・
税
込
）

●�

申
込
期
限
＝
１
月
13
日
（
水
）

※�

定
員
15
名
に
な
り
次
第
締
切

●�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
日
南

高
等
職
業
訓
練
校
☎
22

－

２ 

６�

３ 

３

無
料
・
日
曜
相
談
所
開
設 

（
遺
言
な
ど
の
法
律
相
談
）

　

左
記
の
と
お
り
、
法
律
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。
相
談
料
は
無
料

で
す
。
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
＝
２
月
11
日
（
木
）

※�

午
前
10
時
～
午
後
４
時

●�

場
所
＝
日
南
公
証
役
場

●�

内
容
＝
遺
言
、
相
続
、
高
齢
者

な
ど
の
財
産
管
理
、
不
動
産
な

ど
の
賃
貸
借
契
約
、
会
社
の
定

款
、
離
婚
時
の
契
約
な
ど

●�

そ
の
他
＝
予
約
制
の
た
め
平
日

に
事
前
の
電
話
予
約
が
必
要

※�

受
付
時
間
＝
午
前
８
時
半
～
午

後
５
時

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
日
南
公
証
役

場
☎
23

－

５
４
３
０

①
行
政
相
談
＝
１
月
25
日
（
月
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

市
役
所
１
階
Ｂ
会
議
室

②
法
律
相
談
＝
１
月
19
日
（
火
）

　

�

午
後
１
時
～
３
時
（
要
予
約
）

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

●�

問
い
合
わ
せ
先

①
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

　

☎
内
線
２
５
２

②
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
72

－

６
９
４
３

市
木
診
療
所 

診
療
日
変
更
の
お
知
ら
せ

　

医
師
が
12
月
末
で
退
職
し
た
こ

と
に
伴
い
、
１
月
か
ら
当
面
の
間
、

診
療
日
を
次
の
と
お
り
変
更
い
た

し
ま
す
。

●�

診
療
日

▽
毎
週
水
曜
日

　

受
付
＝
午
後
１
時
～
４
時

　

医
師
＝
市
民
病
院
院
長

　
　
　
　

黒
木
和
男

▽
毎
週
金
曜
日

　

受
付
＝
午
前
９
時
～
正
午

　

医
師
＝
市
民
病
院
内
科
部
長　

　
　
　
　

松
田
俊
太
郎

※�

担
当
医
師
、
診
療
日
は
変
更
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
医
療
介
護
課�

健
康
増
進
係
☎
72

－

０
３
３
３

（
内
線
５
１
２
）、
市
木
診
療
所

☎
77

－

０
３
４
９

市
営
弓
道
場
が
完
成
し
ま
し
た

　

総
合
運
動
公
園
に
整
備
し
て
い

ま
し
た
市
営
弓
道
場
（
近
的
10
人

立
）
が
完
成
し
ま
し
た
。
１
月
12

日（
火
）か
ら
供
用
開
始
予
定
で
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
利
用
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

※�

料
金
に
つ
い
て
は
、
別
途
消
費

税
が
加
算
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

利
用
さ
れ
る
場
合
は
、
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
へ
の
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
☎
72

－

５
２
６
２
、
都

市
建
設
課
☎
内
線
４
１
２

成
人
祝
賀
駅
伝
競
走
大
会 

開
催
に
伴
う
自
動
車
通
行 

ご
協
力
の
お
願
い

　

新
成
人
を
お
祝
い
す
る
串
間
市

成
人
祝
賀
駅
伝
競
走
大
会
を
１
月

10
日
（
日
）
に
開
催
し
ま
す
。

　

大
会
当
日
は
、
串
間
市
内
の
国

道
２
２
０
号
一
部
区
間
（
今
町
橋

～
北
方
地
区
秋
山
岐
れ
）
を
、
午

前
９
時
半
～
10
時
半
ご
ろ
に
か
け

て
選
手
が
走
行
し
ま
す
。

　

同
時
間
帯
は
大
会
に
よ
る
渋
滞

が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
自
動
車

で
通
行
さ
れ
る
皆
さ
ま
は
、
同
区

間
を
避
け
て
迂
回
い
た
だ
く
か
、

時
間
帯
を
ず
ら
し
て
通
行
い
た
だ

く
な
ど
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

年
始
の
お
忙
し
い
時
期
に
大
変

ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

併
せ
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
選

手
へ
の
温
か
い
ご
声
援
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

●�

期
日
＝
１
月
10
日
（
日
）
午
前

９
時
半
ス
タ
ー
ト

※�

先
頭
は
10
時
40
分
頃
ゴ
ー
ル
予

定
●�

コ
ー
ス
＝
ス
タ
ー
ト
（
市
営
陸

上
競
技
場
）
～
ジ
ョ
イ
フ
ル
串

間
店
前
～
日
本
通
運
串
間
営
業

所
前
～
福
島
小
学
校
前
～
串
間

神
社
前
～
秋
山
・
山
内
建
設
前

～
初
田
公
民
館
前
～
北
方
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
前
～
ゴ
ー

ル
（
串
間
市
文
化
会
館
）

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
市
体
育
協
会

事
務
局
（
生
涯
学
習
課
内
）
☎

72

－

１
１
１
１
（
内
線
３
８
０
）

感
電
事
故
防
止
の
お
願
い

　

凧
揚
げ
の
季
節
に
な
り
ま
し
た

が
、
感
電
事
故
防
止
の
た
め
、
電

線
付
近
で
凧
揚
げ
を
行
っ
た
り
、

電
柱
や
鉄
塔
に
登
っ
た
り
し
な
い

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
万
一
凧
が
電
線
な
ど
に

か
か
っ
た
場
合
は
、
自
分
で
取
ろ

う
と
せ
ず
、
九
州
電
力
ま
で
ご
連

絡
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
九
州
電
力
株

式
会
社
日
南
営
業
所
☎
０
１
２�

０

－

９
８
６

－

７
０
６

く
し
ま
市
民
活
動
交
流
セ
ン
タ
ー 

運
営
委
託
事
業
者
を 

募
集
し
ま
す

　

市
で
は
、
市
民
活
動
を
支
援
す

る
機
関
と
し
て
、
市
民
活
動
交
流

セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
お
り
、
平

成
28
年
度
か
ら
の
運
営
業
務
を
行

う
団
体
を
公
募
し
ま
す
。

　

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
総
合
政
策
課
で
配
布
し
て
い

る「
募
集
要
項
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●�

業
務
内
容
＝
セ
ン
タ
ー
の
管
理

運
営
お
よ
び
事
業
に
関
す
る
業

務
●�

契
約
期
間
＝
平
成
28
年
４
月
１

日
～
平
成
30
年
３
月
31
日
（
２

年
間
）

●�

応
募
条
件
＝
一
定
の
要
件
を
満

た
す
市
内
の
法
人
、
そ
の
他
の

団
体

●�

応
募
方
法
＝
申
請
書
類
一
式
を

郵
送
、
ま
た
は
直
接
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

●�

応
募
期
限
＝
１
月
22
日
（
金
）

午
後
５
時
必
着

●�

事
業
説
明
会
＝
１
月
13
日（
水
）

に
開
催
予
定
で
す
。
説
明
会
参

加
は
応
募
要
件
の
一
つ
と
な
り

ま
す
。

●�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
総
合

政
策
課
協
働
推
進
係
☎
内
線

３
３
５

男
性
料
理
教
室 

Kushim
enʼs

キ
ッ
チ
ン 

参
加
者
募
集

　

ス
イ
ー
ツ
や
フ
ル
ー
ツ
な
ど
の

無
料
相
談

募
　
集

野焼きは法律で禁止されています

利用料金（１時間当たり）

区 分 利用料

個
人
利
用

学 生 20 円

一 般 40 円

串間市営弓道場
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こ
の
ペ
ー
ジ
は
読
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
声
に
ふ
れ
あ
う
場
で
す
。

い
ろ
い
ろ
な
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

読
者
の
ペ
ー
ジ

じぃじ・ばぁばへ

アビちゃん

じぃじ、ばぁば、いつもあ
りがとう。たくさんたくさ
ん長生きして、一緒に遊ん
でね。

●伝言メッセージ例

お便り・投稿募集しています。

下記ＱＲコードをご利用ください（紙面に限りが
あるので、すべての投稿を掲載することができ
ないことがあります。あらかじめ、ご了承ください）。
①名前（ペンネーム可）②連絡先
③コメントを必ず添えてください。
●Ｅメールアドレス
　info@city.kushima.lg.jp

お便りお待ち
しています。

　教育分野において、長年にわたり従事し功労を積
み重ね、成績を挙げられた方に贈られる「瑞宝章」を
水谷哲さんが受章されました。

　昭和23年３月31日から40年の長きにわたり、公
立小学校の教諭、教頭、校長を歴任。教育現場で活
躍され、教育指導、学校運営、地域教育の啓発など
を通じて、学校教育の振興と児童生徒の健全育成に
尽力されました。
　また、串間市の教育研究所の設置や串間市郷土史

編
へん
纂
さん
委員としても活躍され、

串間市の教育研究と教職員の
資質向上の基盤づくりや串間
市の歴史や文化財の保存継承
など地域の教育振興など多岐
にわたり貢献されました。

瑞宝双光章

水
みず

谷
たに

　 哲
さとし

さん
（元串間市公立学校 校長）

　12月６日、大平小学校で防災教室が行われまし
た。県が主催する「昼間の防災力強化支援事業」の一
環。講師に地域安全学会顧問の宮

みや
本
もと
英
ひで
治
はる
氏を招き、

「Ｄ
デ ィ グ
ＩＧ」と呼ばれる災害図上演習を行いました。

　身近な場所に潜む危険箇所を確認し合い、地域の
強みや弱点を把握しました。

叙勲受章おめでとうございます

大
平
小
学
校
で

防
災
教
室

ア
タ
ッ
ク
25
で
優
勝

串
間
市
の
Ｐ
Ｒ
に

高
松
婦
人
の
会
の
皆
さ
ん
が

そ
ば
打
ち
を
体
験

　12月10日、高松公民館で食育や地産地
消の心を育てようとそば打ち体験が行わ
れました。
　高松農用地利用改善組合の皆さんと食
育ティーチャー２人の主催で、高松婦人
の会の約30人が参加しました。
　参加した皆さんは、わいわいと会話し
ながらそば打ちを体験し、出来上がった
そばをゆでておいしく召し上がりました。

　11月29日に放送された「パネルクイズ
アタック25市役所職員大会」に串間市役
所の武

たけ
田
だ
光
みつ
祥
よし
さんが出場し、見事優勝し

ました。
　中盤から正解を重ねながら、見事な逆
転勝ちでした。串間市のＰＲにも大きな
効果があったのではないでしょうか。お
めでとうございました。

　このような勲章を授与して
いただき、大変ありがたく思っ
ております。関係者の皆様に
は大変お世話になり感謝申し
上げます。

通
訳
の
ナ
ゾ
？

●
河
野
浩
泰
さ
ん

　

現
代
、
私
た
ち
日
本
社
会
や
他

の
国
に
お
い
て
も
、
テ
レ
ビ
や
新

聞
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
、
会
話
、
学

校
の
授
業
の
英
会
話
、
ヒ
ア
リ
ン

グ
、
書
き
方
な
ど
と
、
英
語
を
学

べ
る
。
ま
た
、
英
語
以
外
の
中
国

語
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
語
、
フ
ラ
ン
ス

語
な
ど
も
同
じ
く
、
テ
キ
ス
ト
、

テ
レ
ビ
な
ど
で
文
字
が
出
て
解
る
。

だ
け
ど
も
、
最
初
の
例
え
ば
日
本

の
歴
史
で
、
ペ
リ
ー
来
航
の
際
の

英
語
の
ス
ピ
ー
チ
を
誰
が
英
語
を

理
解
し
、
日
本
人
に
伝
え
た
の

か
？
全
く
違
う
「
言
語
」
を
最
初

に
お
互
い
が
理
解
し
た
の
か
？
身

ぶ
り
手
ぶ
り
な
ど
、
言
語
通
訳
の

ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
は
「
ナ
ゾ
」
で

あ
る
。

　

通
訳
し
た
お
互
い
の
異
国
同
士

の
古
人
よ
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。〈
サ
ン
キ
ュ
ー
〉

　
言
語
は
、
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン

が
似
て
い
た
り
、
同
じ
よ
う
な
文

字
だ
っ
た
り
と
、
ど
こ
と
な
く
共

通
点
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

そ
う
い
え
ば
、
過
去
に
は
世
界
共

通
語
を
目
指
し
た
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト

と
い
う
の
も
あ
り
ま
し
た
ね
。

文
化
祭
に
参
加
し
て

●
林
　
康
博
さ
ん

　

今
年
も
文
化
祭
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
関
係
各
位
様
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
人
生

の
中
で
こ
の
文
化
祭
が
、
ず
ー
っ

と
長
く
継
続
す
る
事
を
願
っ
て
や

み
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
わ
た
く
し
昭
和
の
歌
の

お
客
様
も
、
カ
ラ
オ
ケ
の
部
に
多

数
出
演
さ
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
で
き
た

人
、
そ
う
で
な
い
人
、
い
ろ
い
ろ

で
し
た
が
、
一
つ
疑
念
に
思
う
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
思
う
よ
う
に

成
果
を
発
揮
で
き
な
か
っ
た
人
が
、

や
れ
ス
ピ
ー
カ
ー
の
位
置
が
悪
い
、

マ
イ
ク
が
悪
い
、
音
響
ス
タ
ッ
フ

が
悪
か
っ
た
な
ど
と
愚
痴
が
多
く
、

少
し
聞
き
苦
し
い
こ
と
が
多
々
あ

り
ま
し
た
。
わ
た
く
し
の
思
う
こ

と
は
、
み
ん
な
歌
う
人
の
条
件
は

一
緒
で
す
か
ら
、
あ
と
は
歌
の
技

術
、心
の
込
め
方
、そ
の
人
の
持
っ

て
い
る
歌
に
対
す
る
思
い
、
歌
の

セ
ン
ス
が
、
出
来
不
出
来
に
大
き

く
左
右
す
る
も
の
だ
と
わ
た
く
し

自
身
そ
う
思
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

で
す
か
ら
、
こ
の
歌
の
成
果
を

自
分
自
身
で
吟
味
し
て
い
っ
そ
う

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
、
未
来

に
向
か
っ
て
絶
え
間
な
い
努
力
を

さ
れ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
結
局
自
分
が
納
得
し
た
か
、
そ

う
で
な
い
か
の
違
い
だ
と
思
い
ま

し
た
。
歌
以
外
で
も
そ
う
で
す
が
、

満
足
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら

こ
そ
努
力
す
る
し
、
何
で
も
上
達

す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

明
日
は
明
日
の
風
が
吹
く

●
百
野
達
夫
さ
ん

　

こ
の
タ
イ
ト
ル
は
、
日
め
く
り

カ
レ
ン
ダ
ー
に
あ
っ
た
こ
と
わ
ざ

で
あ
る
が
、「
く
よ
く
よ
し
て
も

し
か
た
が
な
い
」
と
い
う
意
味
で

あ
る
。

　

人
は
幸
福
を
求
め
よ
う
と
す
る

か
ら
明
日
の
こ
と
明
後
日
の
こ
と

な
ど
、
こ
れ
か
ら
先
の
こ
と
を
考

え
る
。
今
日
だ
け
に
生
き
ら
れ
な

い
と
こ
ろ
に
人
間
の
苦
労
が
あ
る
。

し
か
し
必
要
以
上
に
心
を
悩
ま
す

の
は
懸
命
で
は
な
い
。「
明
日
も

今
日
と
同
じ
風
が
吹
く
」
と
。
誰

が
言
え
よ
う
。

　

人
は
自
分
の
力
で
は
ど
う
に
も

な
ら
な
い
運
命
に
支
配
さ
れ
て
い

る
の
だ
か
ら
、
今
日
不
幸
だ
と
て

明
日
も
不
幸
だ
と
は
言
え
ま
い
。

　

明
日
の
こ
と
は
、
明
日
の
運
命

に
任
せ
て
、
今
日
は
今
日
の
始
末

を
し
っ
か
り
し
よ
う
。

　

明
日
は
明
日
の
神
が
守
っ
て
く

れ
る
。
明
日
と
い
う
日
は
ま
だ
来

て
い
な
い
。
だ
か
ら
明
日
は
一
日

中
ゆ
っ
く
り
使
え
る
。
慌
て
る
こ

と
は
な
い
。

　

私
は
、
先
日
米
寿
誕
生
日
で
88

歳
に
な
っ
た
。
若
い
頃
を
振
り
返

れ
ば
今
日
も
明
日
も
生
活
に
追
わ

れ
く
よ
く
よ
日
和
が
多
か
っ
た
。

　

人
生
の
峠
は
と
っ
く
に
越
え
て

急
な
下
り
坂
。
残
さ
れ
た
余
生
を

く
よ
く
よ
カ
ッ
ト
で
送
り
た
い
。

　
先
日
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル
を
題
材

に
し
た
映
画
を
観
た
の
で
す
が
、

結
局
そ
れ
が
な
い
も
の
と
考
え
て
、

一
日
一
日
を
全
力
で
楽
し
む
と
い

う
の
が
一
番
幸
せ
だ
と
い
う
結
末

で
し
た
。
な
か
な
か
難
し
い
こ
と

で
す
が
、
頭
の
片
隅
に
置
い
て
生

き
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に

●
リ
ナ
マ
マ
さ
ん

　

串
間
市
戦
没
者
合
同
追
悼
式
に

10
月
10
日
参
列
し
ま
し
た
。
戦
後

70
年
と
い
う
節
目
に
平
和
へ
の
誓

い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。
ハ
ッ

ピ
ー
串
間
つ
な
が
り
隊
合
唱
部
に

よ
る
献
楽
串
間
市
歌
１
・
２
・
３
の

歌
詞
、
ま
す
ま
す
串
間
が
好
き
に

な
り
ま
し
た
。
さ
っ
そ
く
マ
イ

ノ
ー
ト
に
書
き
ま
し
た
。
歌
を
覚

え
た
い
。
そ
う
思
い
ま
す
。

　

義
父
の
弟
さ
ん
も
空
の
上
か
ら

私
と
同
じ
気
持
ち
で
聴
い
て
く
だ

さ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
自
分
も
今
年
は
祖
父
母
と
一
緒

に
、
宮
崎
の
護
国
神
社
に
参
拝
し

に
行
き
ま
し
た
。
串
間
市
歌
の
歌

詞
の
気
持
ち
を
大
事
に
し
た
い
で

す
ね
。
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　新年明けましておめでとうございます。
　串間温泉いこいの里は、
皆様が笑える、楽しめる演
芸場のような憩いの場を目
指して参ります。

 本年も串間温泉いこいの里をよろしくお願い致します。

●１月の休館日は19日（火）～21日（木）の３日間です。
※�公衆浴場法に基づく、配管設備の洗浄および点検のため、

３日間の休館となります。

市民
憲章

わたくしたちは、
1. �豊かな自然を大切にし、これをいかしましょう。
1. �お互いを信じ、心をあわせ、平和で明るいまちをつくりましょう。
1. �健康で働くことに誇りをもち、豊かな住みよいまちをつくりましょう。
1. �だれにも親切にし老人をいたわり、こどもに夢と、しあわせをあたえましょう。
1. 教養を高め文化のまちをつくりましょう。

➡点線に沿って切り取り、官製葉書に貼り付けてお使いください。

　

昨
年
の
夏
、
父
の
初
盆
を
終
え
た

夜
の
こ
と
で
す
。
母
が
ひ
と
つ
の
箱

を
私
に
手
渡
し
ま
し
た
。
中
に
入
っ

て
い
た
物
は
、
こ
れ
ま
で
心
の
奥

に
大
切
に
し
ま
っ
て
い
た
「
あ
の
日
、

あ
の
時
」
の
記
憶
を
鮮
明
に
よ
み
が

え
ら
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
渡
さ
れ
た

物
。
そ
れ
は
、
７
歳
の
時
に
父
と
母

が
買
っ
て
く
れ
た
子
ど
も
用
の
革
靴

だ
っ
た
の
で
す
。

　

今
か
ら
45
年
前
の
８
月
、
金
谷
小

学
校
の
２
年
生
だ
っ
た
私
は
、
大
阪

で
働
く
父
の
も
と
に
、
母
と
共
に

引
っ
越
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

都
会
で
の
生
活
に
心
躍
ら
せ
て
串

間
を
後
に
し
た
私
で
し
た
が
、
大
阪

で
の
生
活
は
、
言
葉
の
壁
が
あ
り
友

達
が
で
き
な
い
、
学
校
で
も
独
り
、

帰
っ
て
か
ら
も
遊
ぶ
友
達
も
い
な
い

日
々
が
続
き
ま
し
た
。「
串
間
に
帰

り
た
い
」「
友
達
と
遊
び
た
い
」
と
、

連
日
両
親
に
訴
え
続
け
ま
し
た
。

　

「
父
ち
ゃ
ん
、
母
ち
ゃ
ん
と
離
れ

て
も
、
串
間
に
帰
り
た
い
か
」
決
意

を
確
か
め
る
父
と
母
の
真
剣
な
問
い

に
、「
一
人
で
も
い
い
か
ら
帰
り
た

い
」
と
、
き
っ
ぱ
り
と
答
え
た
の
を

覚
え
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
し
た
休
日
の

あ
る
日
、
私
は
父
と
母
に
連
れ
ら
れ
、

靴
屋
と
洋
服
店
を
見
て
歩
き
ま
し
た
。

朝
か
ら
何
軒
も
何
軒
も
。
と
に
か
く

歩
き
ま
し
た
。
く
た
く
た
に
な
る
ぐ

ら
い
。

　

数
日
後
、
私
は
父
と
母
の
思
い
が

い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ
た
ぴ
か
ぴ
か
の
革

靴
を
履
き
、
真
新
し
い
緑
色
の
ブ
レ

ザ
ー
を
着
て
、
一
人
、
大
阪
空
港
か

ら
宮
崎
行
き
の
飛
行
機
に
乗
り
込
み

ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
小
学
校
６
年
生
に
な

る
ま
で
の
お
よ
そ
３
年
半
、
か
け
算

九
九
の
練
習
か
ら
生
活
の
基
本
に
至

る
ま
で
、
伯
母
が
、
私
の
「
お
母
さ

ん
」
と
し
て
面
倒
を
見
て
く
れ
ま
し

た
。
寒
い
夜
は
、
小
さ
な
私
を
包
み

込
む
よ
う
に
し
て
寝
て
く
れ
ま
し
た
。

今
で
も
そ
の
温
も
り
を
覚
え
て
い
ま

す
。

　

そ
の
頃
の
私
は
、
学
校
で
も
家
で

も
じ
っ
と
し
て
い
る
こ
と
が
で
き
ず
、

飛
び
回
っ
て
い
る
元
気
過
ぎ
る
子
ど

も
で
し
た
。
そ
ん
な
中
、「
や
れ
ば

で
き
る
」
と
い
う
自
信
を
与
え
て
く

れ
た
恩
師
と
の
出
会
い
も
あ
り
ま
し

た
。
近
所
の
お
ば
ち
ゃ
ん
達
か
ら
も

見
守
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
近
所
の

兄
ち
ゃ
ん
や
姉
ち
ゃ
ん
達
、
友
達
と

の
思
い
出
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

独
り
で
い
る
こ
と
の
寂
し
さ
を
味

わ
っ
た
大
阪
で
の
生
活
と
、
温
か
な

人
々
に
囲
ま
れ
た
串
間
で
の
生
活
。

こ
れ
ら
異
な
る
対
照
的
な
経
験
か
ら
、

思
い
や
り
や
優
し
さ
、
人
の
気
持
ち

を
感
じ
取
る
感
性
な
ど
、
人
と
し
て

の
基
本
を
こ
の
時
期
に
育
て
て
も

ら
っ
た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　

心
に
芽
生
え
た
感
謝
の
気
持
ち
は
、

い
つ
し
か
自
分
が
し
て
も
ら
っ
た
よ

う
に
、
私
も
人
に
関
わ
り
誰
か
の
た

め
に
力
を
尽
く
し
た
い
と
い
う
思
い

へ
と
膨
ら
ん
で
い
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
私
は
小
学
校
教
師
の
道
へ
。

　

母
か
ら
手
渡
さ
れ
た
小
さ
な
革
靴

は
、
多
く
の
こ
と
を
私
に
気
づ
か
せ

て
く
れ
ま
し
た
。
初
盆
を
終
え
た
夜
、

「
原
点
を
忘
れ
る
な
」
と
い
う
父
か

ら
の
伝
言
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
教
職
30
年
目
を
迎
え
た
私
へ
の

忘
れ
ら
れ
な
い
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
な
り

ま
し
た
。
私
の
宝
物
と
し
て
、
こ
れ

か
ら
先
も
大
切
に
し
て
い
き
ま
す
。

●ご住所
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年齢／ 性別／ 男　・　女
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歳
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●�この広報紙を読んだ感想や今後取り上げてほしい記

事、掲載内容に関する質問、串間市への思い、あなた

の身近な出来事、何でも好きなことを書いてください。

おたよりお待ちしています！

●市の木/そてつ●市の花/かんな
●市の鳥/めじろ●市の花木/山桜
●人口  18,733人（前月比 -16人）
　男  8,684人　女  10,049人
　世帯数  8,177世帯（平成27年12月1日現在）

＊平成22年国勢調査からの推計人口です。

編
集
後
記

今月の表紙

随  

想

「
父
と
母
か
ら
の
贈
り
物
」

河
野
　
康
男

かわの やすお （51歳）
昭和39年１月22日生まれ。串間市下弓
田出身。小林市在住。昭和61年４月に
初任校門川小学校に着任。平成８年度
笛水小学校から有明小学校に転勤。５
年間の勤務後、県教育委員会へ。その
後、小林市立南小学校教頭を経て、現
在、小林市教育委員会主任指導主事。

　１月11日に「第６回県市町村対抗駅伝競走大会」が開催されます。
今年も県庁前を発着点とする12区間39.2キロのコースを選手たちが
駆け抜けます。出場選手
たちは、昨年以上の成績

（市郡の部17位）を目指し
て、10月から練習を開始し、
北方陸上部と合同練習を行
うなど強化に取り組んでい
ます。郷土の誇りをかけて
たすきをつなぐ選手たちに、
熱い声援をお願いします。

初盆の日に親族みんなで

市町村対抗駅伝大会に向けて

新年あけましておめでとうございま
す。昨年を振り返ると毎月締め切り
に追われてあっという間に一年が過
ぎたように感じます。今年はもう少
し気持ちに余裕を持って充実した日
々を送りたいと思います。今年も広
報くしまをよろしくお願いします（イ）

広報誌に関わって約４カ月。知らな
かった串間が次々と出てきて、自分
の無知に反省しっ放しです。そんな
中、取材でお会いした人からちらほ
ら声をかけていただく機会も増えて
きました。今年も取材を通してたく
さんの人に出会いたいです。（オ）
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恭 賀 新 年
旧年中はお世話になりました
皆様のご健康とご多幸を心から
お祈りいたしております
本年も何卒よろしくお願い申しあげます
　　　　　　　　　　　　 　平成28年　元旦

お 知 ら せ
★「南国都井岬、癒しのみち」
　�　新日本歩く道紀行100選、ふる 

さとの道に認定されました。
★都井岬のリアルタイムな情報を発信！
　�　新たな取り組みとして、フェイ

スブック「都井岬ファンクラブ」を
開設しました。都井岬ビジターセ
ンターのスタッフが、その日の都井岬の様子、御崎馬
の写真、またイベント情報などを発信中！

　�　最新の都井岬の情報をのぞいてみてくださいね♪
★�１月１日は朝５時から開館いたします。
　�　朝６時からは先着200名様にノンアルコール甘酒の

振る舞いがあります！初日の出は都井岬で♪
 （１月２日からは、通常開館です。）

指定管理者：株式会社スチールユニオン

〒888-0221 宮崎県串間市大字大納42-1
営業時間：午前９時〜午後５時　
休館日：１/12（火）・１/13（水）・１/18（月）・１/25（月）

TEL 0987-76-1546

〒888-0008 宮崎県串間市本城987
営業時間：午前10時〜午後10時　
休館日：�１月の休館日は
　　　 19日（火）～21日（木）です

TEL 0987-75-2000



朝
食
の 

梅
干
一
つ
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塩
加
減

九
十
一
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命
た
も
た
む

正
月
の 

彩
に
せ
ん
と 

手
入
れ
す
る

葉
ボ
タ
ン
裏
の 

卵
よ
ご
め
ん

手
の
ひ
ら
に 

う
く
れ
ば
重
き 

秋
茄
子
を

さ
庭
に
た
わ
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兄
は
遺
せ
り

き
の
う
ま
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固
く
握
り
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拳
よ
り

ひ
と
つ
解
け
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つ
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地
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又
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せ
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俳 

句]

あ
さ
ひ
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会
選

上
町
一
　
又
木
　
順
子

上
小
路
　
木
島
サ
イ
子

仲
　
町
　
原
　
　
里
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里
　
谷
口
　
秀
子

仲
　
町
　
木
島
　
幸
子

[
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歌]

串
間
短
歌
会
選

五
臓
六
腑
に 

沁
み
ゆ
く
思
ひ 

寒
の
月

橙
の 

す
わ
り
や
安
寧 

匂
ふ
な
り

冬
ざ
れ
や 

ず
し
り
と
肩
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重
き
も
の

善
き
人
に 

囲
ま
れ
生
く
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四
温
か
な

紅
梅
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山
よ
り
見
つ
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烏
帽
子
岩

上
中
園
　
鍋
倉
　
文
子

西
　
浜
　
河
野
ヨ
シ
子

堂
　
園
　
吉
田
　
良
子

飫
　
肥
　
山
脇
恵
乙
子

一
般
投
稿 

有
　
明
　
大
保
　
ミ
ワ

平成28年は申年
幸島にて

＊
短
歌
、
俳
句
の
投
稿
は

　
■
短
歌 

野
辺
俊
子
さ
ん（
☎
７
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３
０
０
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■
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本
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７
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８
０
）
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